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は じ め に

八尾市は古代から近世に至るまで大和と難波を結ぶ交通の要路としてわが国の

歴史上重要な役割を果たしてきた土地であり、全国有数の遺跡の宝庫である。八

尾市教育委員会では、近年急速な都市化の波に変貌しつつある現状において、古

文化財の保存と顕彰に努めたいと願っているところであるが、限られた予算の範

囲では対応にも限界があることは否めない。しかしながら平成元年度においては、

(財)八尾市文化財調査研究会とともに実施した芝塚古墳や跡部遺跡、八尾南遺

跡等の発掘調査で貴重な遺構、遺物が出土し、埋蔵文化財の重要性を改めて痛感

させられた次第である。本書は、これら遺跡保存の為の基礎資料として市域の公

共事業関連工事に先だち実施した小規模な遺構確認調査を収録 したものである

が、このような地道な調査成果の蓄積が、貴重な文化財の発見につながっている

こともまた事実である。本書が今後の埋蔵文化財保存、活用の基礎資料として将

来にわたって活用されることを願ってやまない。

平成 2年 3月 31日

八 尾 市 教 育 委 員 会

教育長 西 谷 信 次



1.本書は、平藤二年度イこ入尾市教育委損会が公共事業等に伴って本尾市内各遺跡で実施した

鷺構権認調査の報告書である、

2.発掘調査はハ尾市教育委員会支イヒ財室 (室長 森田1康夫)が各事業主体に協力士求めて実
施した。

3.調査は人尾市教1育委員会文化財室の米田綾幸が担当し1調査にあたつた。

4,本書には、巻本に記1裁した調査■覧表のうち、特に成果のあすた調葺についてその概要を

1磯録した。

S.調査および遺物整理に際し―ては、下語の諸氏の参加協力を得た。

調査員   岡田清一 徳谷肖子

調査補助員 横山妙子 益四夏雄 松浦明美
―

6.本書のrtaにあたつては、米巴、前田、籍谷が教筆を分担し、編集を令なつた。また昭和

03年度の調査報告については元職員 近江後秀 (現橿原考古学研究所員―)の個人的な協力

を得Ⅲ執等をは顔したo
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調査地

調査期間

1.中田遺跡 (63-393)の調査

中田 4丁 目

平成元年 2月 22日 ～23日

1.調査概要

中田遺跡は人尾市ほぼ中央に位置する弥生時代から中世に至るまでの複合遺跡である。今回

の調査は公共下水道立坑掘削に伴う発掘調査である。調査は立坑部分5.6× 3.8mを 対象として

実施した。調査地の基本層序は厚 さ約40cmの 盛土以下、灰褐色砂質土 (層厚約40cm)、 暗灰褐

色粘質土 (層厚約40cm)が堆積 し、中世の包含層であく黒灰色粘土 (層厚約60cm)に 達する。検

第 1図

部を穿孔 した土師皿

調査地周辺図(1/5000)

1枚 と共に直径約22cm、

出した遺構には、青灰色微砂を掘 り込

む井戸一基がある。この井戸は東西約

3mで南側は調査区外に及ぶものの南

北 2m以上の掘 り形を有する。井戸枠

本体は直径 60cm、 高さ70cm前後の桶

を 3段組んだもので、埋土は 6層 に分

けられる。第A層 は青灰色砂礫混粘質

土で、同層上部からは、中 。近世の瓦

をはじめ、砥石などが多量に出土した。

またこの層内には多数の炭化物を含ん

でおり、出土遺物の中にも火を受けた

ものが多い。第 B層 は淡緑灰色砂礫混

粘質土、第 C層 は暗灰色粘質礫砂から

遺物量こそ少ないが、木片、植物遺体

が多量に出土している。第 E層 は黄褐

色粘質土で自然に堆積 した土層とは考

え難く、井戸を廃絶する際に湧水層を

ふさぐ為に埋められた土と考えられる。

またこの層からは、体部の約半分を打

ち欠いた灰緑色系のヘソ皿 2枚 と、底

器高約15cm、 底径20cmの 木製の桶が出土 した。
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第 2図 調査区設定図(1/200)

またこの桶の中には口径 2

cm、 器高3.5cmの 灰色のミニ

チュア土器一点が埋められて

いた。これらの遺物は、井戸

廃絶の際のまつりに関係する

遺物であると考えられ、当時

の井戸祭祀を考える上でも重

要な資料である。またこの井

戸の時期は井戸埋土第E層か

ら出上した土師皿の型式から

15Cの 中頃のものと考えられ

る。

2.ま とめ

今回の調査では小面積にも係わらず15C中頃の井戸をほぼ完全な形で検出し発掘する事がで

きた。現在15C代の井戸は全国各地で数多く報告されているが、桶を3段積み重ねて井戸枠に

する例はさほどなく、また、当時の井戸祭祀の在り方がある程度復元できるのは全国でもめず

らしい例であろう。

「

   十    _生 _十~~十 ~~
ヒ十 ~~~~~一 一―――一十 ~~~~

＝
――
卜
羊
―

５ｍ

① 観乱

② 盛土

③ 耕土

④ 灰掲色砂質土

第 3図 土層断面図 (1/40)

⑤ 晴灰褐色粘質土

⑥ 黒灰色粘土

⑦ 灰褐色砂質土

③ 青灰色微砂
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TP+8,000

掘 形              ~
1 暗茶灰色粘質土
2暗茶灰色粘土 I(青灰色シルトをブロック状に含む)
3暗茶灰色粘土工(青灰色シルトを多量に含む)
4茶掲色粘質土
5青灰色ンルト(茶掲色粘質上をブロック状に含む)
6青反色粘土 (張 り上)
7黄緑色粘質土
8暗掲色粘質土
9青灰色細砂

I青灰色徴砂
I青灰色細砂
Ⅲ 灰色粗砂

埋 土
A青灰色砂礫混粘質土
B淡緑灰色砂礫混粘質土
C暗灰色粘質礫砂

:摯欝ヨ協桝るP

TP+8,000

第 5図 井戸断面図(1/40)

A

B

C

D

F
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第 6図 井戸埋土出土遺物(1/4)(12 C層 )(1～ 1l A層 )
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調査地

調査期間

2.恩智遺跡 (63-509)の 調査

八尾市恩智中町 4丁 目55他

平成元年 3月 2日 ～16日

1.調査概要

本調査は、仮称青少年野外活動施設建設に伴って実施した遺構確認調査である。本調査地西

麓は縄文から弥生中期の遺跡として有名な恩智遺跡にあたり、また調査地北側の尾根上には古

墳時代の集落跡、南狽Jの尾根からは銅鐸が出土しており当該地においても何等かの遺構が検出

されることが予想された。

調査は、尾根上、南斜面、平坦面にそれぞれ幅 lmの トレンチを設定し人力にて地山まで掘

削を行い遺構の有無及び土層の堆積状況の確認を行った。以下各地区毎に報告する。

A地区 尾根筋に沿って 1× 14m

の トレンチを設定 した。表土下約

40cmで地山に達 しその間、黄褐色

れき混じり粘質土、黄灰色砂質土、

黄褐色粘土の堆積を認めたが、遺物

はいずれの層からも出土しなかった。

B地区 調査地北側の平坦面に 1

×15mの トレンチと1× 1.4m、 1

×1.7mの グリットを設定し調査を

行った。調査区東側は凹凸の激しい

地山面に赤褐色粘土を張り土し狭い

平坦面を3段作り出す。また南側の

グリットからは溝一条が検出された

がこの溝は表土直下より掘り込まれ

ており極めて新しい時期のものと思

われる。遺物は、 2層暗黄褐色礫混

じり粘質土、 3層責褐色礫混じり粘

質土より土師器片、中国陶磁片が若

第 9図 調査地周辺図(1/5000)
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C地区 調査地北側の南斜面から平坦面にかけて 1× 23mの トレンチを設定し調査を行った。
斜面部分は厚さ約 lmに わたり1層暗褐色砂質土、 2層暗灰色れき砂の堆積が認められ、 2層

より季大のれきに混じって埴輪片や弥生土器片が出土した。また、斜面に直行 して東西に走る

花こう岩の石組みを持つ溝一条を検出した。

平坦面部分は、淡灰色粘質土と灰褐色粘質土の堆積が認められ灰褐色粘質土上面は水田面と

なる可能性も考えられる。
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D地区 平坦面やや東側に2× 2mの グリットを設定し地表下約 2mま での土層の堆積状況

を確認した。表土以下 1層黄褐色粘土、 2層淡褐色れき混じり粘質土、 3層暗茶褐色れき混じ

り粘土、 4層茶褐色れき混じり粘土、 5層黄褐色粘土の堆積が認められ、2-4層の堆積状況

は西へやや傾斜しており、またこれらの層はいずれも余大のれきを含む。

E地区 尾根筋から南斜面に1× 24mの トレンチを設定し調査した。この斜面は他の地区と

比べて最も凹凸が激しい。土層は主に灰褐色砂質土と暗赤褐色砂質土の 2層 に分層され遺物は

上層より近世の瓦や土器が若千出土したのみである。また、このトレンチでも斜面に直行する

溝一条と土坑一基を検出した。

T,P+62.Oo

T,P+59.00

1 暗灰掲色砂質土
2灰褐色砂質土
3明反掲色砂質土
4暗赤掲色砂質土
5暗反色粘質土

TP+58.00

TP+57.00

第13図  E地区土層断面図(1/80)

0            2m
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CB地区 E地区   2. まとめ

今回の調査では遺物量こ

そ少なかったが、生活の上

で利用価値のほとんどない

急斜面より溝、土坑を検出

することができた。このこ

とは、古代における山岳地

の土地利用を考える上でも

重要な問題である。また、

調査地南偵Iの谷部は水田と

して利用されていたものと

思われ、古代より開始され

た谷部の開発の歴史を考え

る上でも興味深い。 (近江)

♀         ?m

第14図  B,E区平面図(1/80)
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調査地

調査期間

屋
沖
縫
撃

3.郡川遺跡 (01-032)の調査

教興寺及び黒谷の各一部

平成元年 8月 3日 ～23日

1.歴史環境

教興寺は、飛鳥時代の豪族、秦川勝創建と伝えられる。このことから、この付近には、高安

古墳群や郡川遺跡等の古代の遺跡が多く存在する。

2.調査の概要

調査対象地は、教興寺の西北方、東高野街道と外環状線に挟まれた区域68253ポ で遺跡の範

囲を確定する為、区域内12箇所に2m× 2mの試掘坑を設定した。以下に各調査区の概要を記

す。

第 1調査区

①基本層序

i子

,母

ⅢⅢ
ヤヽ

|

第15図 調査地周辺図(1/13000)
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耕土以下、 2層 ～ 4層

は砂質上、 5層微砂、 6

層シルト、 7層粘質土、

以下13層 まで砂とシルト

の互層で湧水多く、灰色

細砂混じり青灰色粘土が

堆積する。

②出土遺物

10～ 13層 より中世の土

器細片が若千出土した。

③調査結果

地表以下1.5mか らは

湧水が著しい。遺物は、

自然河川跡と思われる10

～12層 の砂層より出土し

ている。

第 2調査区

①基本層序

厚さ0。 3mの耕土以下

2層～4層 は砂質土また

0            50m

第16図 調査区設定図(1/2000)

砂とシルトの互層で湧水がある。は微砂、 5層粘土、 6層から9層 までは、

②出土遺物

遺物量は非常に少なく、 6・ 7層 の砂層より中世の土器細片が出土。

③調査結果

地表下0.6m付 近 4層 目の微砂を除去したところは、中～近世の水田遺構と思われる。以下

は河川堆積である。

第 3調査区

①基本層序

耕土以下2mま での層序は、3層～6層 まで砂質土または細砂で、7層粘質土、8層 シルト、

9層粘土、10層微砂が堆積する。

②出土遺物

-15-



4層 から近世の瓦、陶器細片、 5層からは、古墳時代から中世の土器細片がそれぞれ若千出

土。

③調査結果

地表下1.2～ 2.0ま でのシルト、粘土、微砂からは全く遺物は出土しなかった。またこれらの

互層の堆積状況から旧河道であった可能性が考えられる。

第 4調査区

①基本層序

耕土以下2mま での層序は、2層 ～4層がれき混土～砂質土が堆積する。5層 は粘質土で、

6層れき混粗砂で湧水し、以下7～ 9層迄砂と粘上の互層である。

②出土遺物

3層 から近世の陶器細片、4層 から中世の上師器片を若干出上した。8層 からは、弥生時代

後期の高杯脚、甕の体部片が一点ずつ出土した。

③調査結果

4層 をベースとする東西に伸びる幅0.2～ 0.3m深 0.1～ 0.2mの鋤溝 3条を検出したのみであ

る。

第 5調査区

①基本層序

耕土以下 2mま での層序は、 2・ 3層が砂質土、4層粘質土、5層、6層 は砂が厚く堆積し、

以下砂と粘上の互層となる。

②出土遺物

4層 から中世と思われる羽釜の破片数点出土、 5。 6層 からは、多数の須恵器片を含む包含

層の存在を確認した。

③調査結果

地表下0,7mの 4層 目に中世の堆積層を確認した。地表下0.8～ 1,3mの 5・ 6層 で出上した

多数の須恵器より当地点の東上方に古墳時代の遺構の存在する可能性が考えられる。

第6調査区

①基本層序

表土以下2mま での層序は、2～ 5層 まで砂質土が堆積し、6層れき混り粘質±7層礫混り

細砂が堆積する。6層 には土師器片が出上している。

②出土遺物

2～ 5層 は中世の遺物が出土したが、その殆どが細片で非常に少ない。6層 には土師器片が

-16-



出土 している。

③調査結果

地表以下2.Om前後のところで、径0,1～ 0.2mの 円礫が集積しているのを検出した。

第 7調査区

①基本層序

耕土以下2mま での層序は、2層 ～5層 まで砂質土、6層 ～7層 は粘質土、8層暗灰色微砂

以下は砂と粘土が堆積する。                 
′

②出土遺物

4層 から宋銭および中世の上器片、9層 からは弥生時代後期の上器が数点出土した。

③調査結果

地表下0.5m～ o.8mに 中世遺物を若千含む層があり、地表下1.6～ 1.8mの 9層堆積土中に弥

生時代の土器片が数を点出土していることから考えて、付近に弥生時代の集落域の発見が期待で

きる。

第 8調査区

①基本層序

厚さ0.2mの耕土以下2～ 4層 は砂質土、5層 ～7層は粘質土で以下地表下2mま で砂と粘

土の互層であるが湧水はない。

②出土遺物

2～ 4層 より近世の遺物細片が少量出土。

③調査結果

どの土層からも、顕者な遺物包含層は認められなかった。

第 9調査区

①基本層序

耕土以下 2・ 3層 は砂質土、 4・ 5層 は粘土とシルトで、6層以下は砂と粘土の互層である。

②出土遺物

3層 より中世土器片が少量出土。

③調査結果

地表下約1,Omの 5層微砂シルト上面で水田遺構と思われる土層を検出した。8層 の粘土内

に植物遺体がみられる。

第10調査区

①基本層序
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耕土以下 2mま での層序は、 2層砂質土、 3層礫混土、 4層粘質土、 5層微砂、 6層粘土、

7層 の細砂は河川堆積である。 9層微砂、10層粘上の順で堆積する。

②出土遺物

4・ 5層 は中世の土器が若干出土、 8層暗灰色微砂より弥生時代の土器が 2点出土した。

③調査結果

地表下0.8mで 6層上面で灰褐色粘質上を埋土とする中世の遺構を検出した。遺構は土坑 4

基である。また地表下1.6m以下に存在する8層で出土した弥生時代の遺物も生活層の存在を

不している。

第11調査区

①基本層序

耕土以下 2～ 4層 は砂質土、 5～ 9層 は粘質土またはシルトである。

②出土遺物

8層 の灰色粘土から羽釜、瓦器、土師皿の破片をはじめとする中世遺物が出土した。

③調査結果

この調査区では、地表下1.6m以下に明確な中世の包含層が存在する。

第12調査区

①基本層序

耕土以下 2～ 4層 は砂質土、 5。 6層 は粘質土、 7層以下は粘上である。

②出土遺物

地表下1.Omで須恵器片が、 8層 で弥生時代の土器片が出土した。

③調査結果

地表下 lmの 7層上面で落ちこみを検出した。また、地表下1,4～ 1,6mの 8層 では、弥生時

代の遺構の存在は確認できなかった。

3.ま とめ

顕著に遺構または遺物が出土した調査区は 5。 7・ 10。 11の各調査区であり、 1～ 4・ 6の

調査区は湧水が多く、河川の堆積と思われる砂が堆積している。 8・ 9の調査区は、粘土層が

湿地状を呈していた。このようなことから当該事業予定地の北側は、河川または氾濫原であつ

たと考えられる。また西側は湿地であり、遺物の包含状況より遺跡立地の可能性は事業計画地

の南東側であると考えられる。
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③灰色シルト
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⑪暗反色粘土
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第17図 各グリット土層断面図 (1/40)

- 19 o 20-



==`夕

/運
撼ィ

罹

0               10cm

ゝ
�
欅
∞

1第1鯉]B■遺物実制図(1/4)

-21-



中田遺跡 (01-221)の調査

調査地

調査期間

中田 3丁 目、人尾木北 1丁 目地内

平成元年10月 31日

1.調査概要

本調査は、下水道立坑掘削工事に伴って実施した遺構確認調査である。本調査地周辺では、

弥生から古墳時代にかけての遺構の存在が明らかにされている。

本調査は、立坑において地表下約1.3m迄機械掘削を行ない、以下O.7mを 手掘りによる掘

削 。精査を行なった。調査の結果GL-1.5mで 6世紀代の遺物を含む土坑を一基検出した。土

坑内の埋土は 4層 に分層され、埋土内 3層 目の黒灰色粘質土には多量の炭化物を含んでいた。

2.ま とめ

本調査では、古墳時代後期の遺物を含む遺構を検出したが、図化できる遺物は少なかった。

しかし、古墳時代の集落の存在は明らかである。

第19図 調査地周辺図(1/13000)
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第22図 調査区平面図(1/60)

10  :

第21図 土層断面図(1/40)

Ｔ

ＩＩ

Ｉｌ

ｎ

Ｈ

」

①盛土
②旧耕土
⑥灰褐色粘賞土
C灰青色粘土
⑥茶灰色粘土
⑥暗葉灰色粘土
⑦灰色粘土
⑥県反色粘質土
③暗灰色粘質ンルト

引 九

哉ヽ
‐ｏ

(1.2.3.包 舎層)
(4.5 SK-01)i3

第23図 出土遺物実測図(1/4)

第20図 調査区設定図(1/600)

-23-



5。 郡川遺跡 (半銅池)の調査

調査地

調査期間

黒谷875-1他

平成元年11月 20日 ～11月 21日

1.調査概要

本調査は、黒谷財産区財産処分に先だつて実施 した遺構確認調査である。当該地は、人尾市

郡川遺跡の一画にあり、教興寺跡に隣接 している。調査は 2m× 2mの調査区を敷地内 3箇所

に設定 し、上約 3mを 機械と手掘 りを併用して調査を実施、断面観察を行なった。その結果、

No l、 No2、 No 3の 各調査区においては、顕者な遺構を確認できなかったが若千の遺物の出

土をみた。

2.出土遺物

No l.近世の陶器片若干

No 2.近世すり鉢の破片 1点

No 3.漆器椀、土釜片、須恵器片等の古墳時代、鎌倉時代の遺物若千。

高安口,北四

'!|111 'i

安ヽ町北五

れ

'六

々

高
安
町
南
ｔ

高

安

Ｈｒ
青

木

第24図 調査地周辺図(1/13000)

査地 1

)i
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3.調査結果

当該地は郡川遺跡の領域に合

まれているが、谷状の地形と

なっており、顕著な遺構の存在

はないものと思われる。No 3

では古墳時代の遺物も出土して

いるが、地形的に南東方向より

流れこんだものと考えられ、中

世遺物と混在している。

TP+
36.00

TP+
36.00

第25図 調査区設定図(1/ユ 000)

TP+
36.00

o            lm

①暗茶灰色砂質土  ①暗灰色微砂
②淡掲色礫混土   C灰色粘質土
③灰青色微砂    ①灰色礫混土
④青灰色微砂質土  ①灰色砂層
③青灰色粘質土   C灰色粘土
⑥褐灰色礫混土   ①青灰色微砂質土
⑦明掲色礫混土   ①暗青灰色粘土
③葉掲色粘質土   ⑪灰色粘質シルト
③掲灰色粗砂混土  ⑪暗灰色砂礫混粘土
⑩掲灰色細砂質土  ⑫明掲色礫層
⑪黄褐色礫混土
⑫淡掲色粗砂～礫土

第26図 各グリット土層断面図(1/40)

②

⑥
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調査地

調査期間

6。 大竹西遺跡 (89-397)の 調査

上尾町 7丁 目20-1他

平成元年12月 4日 ～12月 27日

1.調査概要

本調査は、大阪市環境事業局の一般廃棄物焼却工場建設に伴い実施した遺構確認調査である。

当該地は、人尾市福万寺遺跡、大竹西遺跡、東大阪市池島遺跡に隣接しているが、付近の調査

資料はほとんどない状況であつた。調査は13× 13mの調査区を敷地内 2箇所に設定し、上約 3

mを機械により掘削した後、以下約 3mに対して手掘 りによる調査を実施した。その結果、南

調査区においては、GLよ り2,7m付近で鎌倉時代の遺物包含層、-5m付 近で縄文時代の遺

物包含層を確認した。また、北調査区においてはGL-2.9mで古墳時代前期の遺物包含層、

-3.6m付 近に弥生時代前期～後期の遺物伍含層を確認し、GL-5.2m付近で、縄文時代の遺

物包含層を確認した。

第27図 調査地周辺図(1/13000)

踊
秀 漁 F

擦謡
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0            60(m)

第28図 調査区設定図(1/2400)

2.出土遺物

鎌倉時代の包含層からは瓦器椀、土師器皿、土釜片を、古墳時代の包含層からは、古式上師

器の小型丸底壼、甕、杯等、弥生時代の包含層からは、後期の壼、鉢片、前期の壼片等の弥生

式土器、石器、縄文時代の包含層からは、晩期の土器片が出土した。

3.調査結果

縄文時代、弥生時代、古墳時代、鎌倉時代の各時代にわたる生活の痕跡を確認した。これと

同時代の遺構は、この付近では池島遺跡、大竹西遺跡、福万寺遺跡で確認されており、付近で

は、人尾学園の調査でも同じ時代の生活遺跡が確認されている。このことから当該地はこの大

竹西遺跡の領域に含まれている可能性が高く、その範囲は当該敷地全域に広がるものと考えら

れる。

第29、 30図土層断面層序 ①盛土 ②旧耕土 ③灰色細砂 ④暗青灰色粘土 ⑤黄褐色砂礫混粘質土 ⑥オリーブ灰
色シルト混微砂 ⑦青灰色砂礫混粘質シルト ③青灰色粘質土 ③緑灰色シルト ⑩灰白色微砂 ①オリーブ灰色微
砂シルト ⑫緑灰色細砂 ⑩暗緑灰色微砂混粘土 ⑫暗緑灰色シルト ⑮灰黒色シルト混粘土 ⑩黒灰色細砂 O灰
黒色粘質土 ⑬黒灰色細砂混粘質土 ⑩ォリーブ灰色微砂 ⑩灰色微砂 ④灰白色細砂 ②オリーブ灰色粘質シルト
④淡灰色粘土 ②淡緑灰色シルト ⑮灰白色細砂～微砂 ④淡緑灰色粘土 ⑫茶灰色微砂 ④黒灰色砂礫混粘土

第28図 調査区設定図(1/2400)
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第31図 出土遺物実測図(1/4)
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7.郡川遺跡 (01-399)の調査

大字黒谷474番地先

平成 2年 1月 16日

調査地

調査期間

饂

‐・調　一剤　蜘］
締一　一嘘　絡一　４一　蜘
　
２．ま　潮．　一晦　豫一　なって　蜘「　ぃい脚・，～十一＝＝剤上∵中平ｉ‐′‐‐泣」”甲脚，ｉ‐¶
脚ィド十＝出測山胸

-30-



第33図 調査区設定図(1/1000)
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③暗反色礫混土
④青灰色粘質土
⑥灰掲色シルト
⑥黒反色礫混土

(包含層)
②暗灰色礫層
③灰色微砂
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第34図 各グリット土層断面図(1/40)
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第35図  出土遺物実測図(1/4)

番号 器 種
径

＞
口
ぐ 色 調 胎 土 番号 器 種

径

ナ
ロ
く 色 調 胎  土

1 須恵器杯蓋 11.6 淡灰色
密 0.5～

1 0mmの砂礫
8 須恵器甕 15,0 暗灰色 密

つ
ι 須恵器杯蓋 13.6 淡灰色

密 05～
1 0mmの砂礫

9 土師器壼 14.0 茶褐色
0.5～ 1 0mmの 砂

礫、長石、石英

3 須恵器杯身 10.4 淡灰色
粗 05～
5 0mmの砂礫

土師器奏 11,0 暗褐色 密・細砂粒

4 須恵器杯身 12.4 灰褐色 密 土師器甕 12.0 茶褐色
0.5～ 1 0mm
砂礫、長石

5 須恵器杯身 11.8 灰  色 密 土師器甕 10,0 茶褐色
10～ 2 0mmの 砂
礫、長石、雲母

6 須恵器杯身 12,4 灰緑色 密 土師器羽釜 鍔径24.2 暗褐色
やや粗 1.0～

3.Ommの秒礫

7 須恵器甕 16.8 灰白色 密 土師器甕 18.8 暗褐色
05～ 1.Ommの 砂

礫、長石、石英

表 1 出土遺物計測表
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E地区 トレンチ全景
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土坑検出状況 東から

土坑断面 封しから
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No l調査区全景

No 2調査区全景
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臨 1調査区第 1遺構面 東から

睫 1調査区 遺物出土状況
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